
東日本大震災 被災寺院現状報告 

寺院：福島県第９教区第１７４番龍穏院 

住所：福島県田村郡三春町字荒町１６０ 

 

寺院の被害 
・地震により、本堂が半壊し、庫裡や他の建築物が一部損壊した。 

・境内の土木構造物にも被害が生じている。 

寺院の現状 
・後継者の問題が心配である。 

・寺院所在地の放射能線量は低いと考えている。 

檀信徒の現状 
・震災で自宅に住めなくなった檀家ある。 

・離檀、離信した檀家が複数ある。 

地域の現状 ・放射線量の問題で帰郷できない方がいる。 

復興の状況 

・本堂全体が３cm2傾き、舞い上げ工事、外壁、内壁、基礎工事を実施し、

復旧工事は６割進捗した。継続して工事中。 

・経蔵の壁面が崩落したが、全面補修工事が完了した。 

・復旧完了までどれくらいかかるかわからない。 

（H25.8.25現在） 

 

  
 

左の写真は現在も復旧工事中の本堂。右の写真は復旧が完了した経蔵。復旧の目途は立ったもの

の、全体の完了までどれくらい時間がかかるかは不明である。（撮影日不明） 


